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研究成果の概要（和文）：プレ・ライティングストラテジー(PWS)と作文力の分析から、①バイリンガル児童・生徒の
作文産出では、すべての言語資源を積極的に活用することを支援する教育方略の重要性、②特に二言語両方で低迷して
いる生徒に対する明示的なPWS指導の重要性、③継承語学習者にとってPWSの指導の重要性に関わる教育的示唆を得た。
また語彙の分析からは、バイリンガル児童の作文指導においては、単独の語彙指導だけではなく、まとまりを持った語
彙の多様性を広げるような指導が有効であることが示された。さらに、保護者へのインタビューから、こうした高度な
バイリテラシーの発達を支えた背景に家庭での積極的な支援があることも浮き彫りとなった。

研究成果の概要（英文）：Three pedagogical implications emerged out of analyses of pre-writing strategies 
(PWS) and the writing expertise of bilingual writers; 1) the importance of instructive strategies that 
cultivates the use of entire linguistic repertoire of bilingual students, 2) the importance of explicit 
teaching of PWS to those who have limited writing abilities in both of the languages, and 3) the 
heightened importance of teaching PWS for heritage language learners in particular. The importance of 
teaching for enhancing not only the varieties of single words but also the varieties of lexical bundles, 
or set of several words, in the teaching of bilingual writing was also pointed out in the analysis of the 
development of productive vocabularies. Finally, through the qualitative analysis of interviews that were 
conducted with the parents of these bilingual writers, it was revealed how conscious support from the 
parents at home benefits the biliteracy development of young bilingual students.

研究分野：バイリンガル教育

キーワード： バイリンガル教育　作文発達　継承語教育
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１．研究開始当初の背景 
 急速に国際化する世界経済を背景に国境
を越えて移動する労働人口が急増し、それに
伴って、母語環境から第二言語環境へと移動
する学齢期の子どもたちも急増している。特
にリテラシー能力を育成する重要な時期に
第二言語環境に放り込まれる子どもたちに
対してどのような教育的支援が必要である
かという問いは、今や世界のあらゆる国々に
おいて喫緊の課題であるといえる (Baker, 
2011; 川上, 2006)。 
 こうした言語的・文化的に多様な背景をも
つ児童・生徒（Culturally and Linguistically 
Diverse Students; 以下 CLD児）に対する教
育的支援はこれまで第二言語（L2）の習得と
いう文脈で多くが語られてきた。その反面、
第一言語（L1）と L2の言語能力は互いに支
え合う、とする二言語相互依存仮説
(Cummins, 1981) に代表されるような、バ
イリンガルの二言語両方の伸びを支える教
育の有効性が示されるようになってきた。こ
れは、CLD児がそもそも持っている L1の能
力を L2 習得の際のノイズとして捉える既存
の枠組みから脱却して、むしろ L2 習得のツ
ールとして活用するという視点からバイリ
ンガル教育を捉えなおす試みであって、さら
に immersion教育や Two-way Bilingual教
育などの形で実践されているものである。こ
うした教育の有効性を検証し、さらに改善し
ていくための研究が次第に注目度を高め、
Teaching for transfer(Cummins, 2008)や
Translanguaging (Garcia and Wei, 2014)な
どの概念に結実してきているが、August & 
Shanahan (2008)の大規模な調査でも指摘さ
れているように、特に作文力の発達に関して
このようなバイリンガル教育の視点から行
われている研究は現状ではきわめて少ない。
英語とスペイン語、英語とフランス語のよう
に言語的にかなり近い言語の組み合わせで
は研究の蓄積が見られるが、日本語と英語ほ
ど言語距離が離れていてしかも表記体系が
全く異なる言語の組み合わせにおいてはま
だこうして研究はほとんど手付かずの状況
であった。 
 こうした社会的情勢とそれにこたえるべ
き研究の少なさを踏まえて、これまでにカナ
ダ在住の日英バイリンガル児童を対象にし
たバイリテラシー発達に関わる研究を行っ
てきた。一連の研究の基盤となったのが、日
本語作文に関する指導が英語作文に与える
影響について研究したもので、これは修士論
文としてトロント大学に提出したものであ
る。さらにその後、平成 21 年度〜23年度科
学研究費補助基金基盤研究（B）（研究課題番
号 21320096 研究代表者 中島和子）の研究
の一部として、カナダ在住の日英バイリンガ
ル児童・生徒 256名を対象にした日英作文力
の発達とその二言語の関係性に関わる研究
を行ってきた。これらの研究を踏まえ、発展
させつつ、縦断的な性格を与えるために前中

島科研の参加者に追跡調査を試みようとし
たのが本研究当初の背景である。 
  
２．研究の目的 
本研究はこれらの一連の研究を受けて、そ
の分析をさらに深めるとともに、縦断的要素
を取り入れて前研究の参加者に追加の調査
を試みる目的で計画された。前中島科研で収
集したデータの更なる分析については、特に
日英二言語の作文におけるプレ・ライティン
グストラテジーのあり方と二言語の作文に
いられる産出語彙の分析に焦点を当てた。縦
断的な要素を加味する部分に関しては、以下
の 2つの研究課題を設定した。 
１） 前研究に参加した日英バイリンガ
ル児童・生徒の作文力は前回の調査時
点に比べてどのような部分で伸びを見
せ、また継承日本語のどのような側面
において言語喪失が見られるのか。 
２） 前回の調査において 4 つに分類さ
れた児童・生徒は今回もそのタイプに
属しているのか。前回両言語高度発達
型と分類された児童・生徒は今回もそ
のタイプに属しているのか。そうした
言語発達を支える個人・環境要因とは
どのようなものか。 
 

３．研究の方法 
 プレ・ライティティング(PW)のあり方とそ
れが作文に与える影響について、前中島科研
で得られたデータを再分析した。 
 まず、バイリンガルの児童・生徒に特有の
ス ト ラ テ ジ ー と 考 え ら れ る
Translanguaging (TL)の出現について観察
した。ここでは日本語作文のための PWに英
語を使用したもの、反対に英語作文のための
PWに日本語を使用したもの、さらにひとつ
のPWの中で二言語を自在に利用しているも
のを特定し分析した。 
 また、様々な PWがどのように作文に影響
を与えているか、という課題については、観
察によってPWのタイプを以下の5つに分類
した。すなわち、①PWなし、②絵・図使用、
③下書き作成、④リスト作成、及び⑤クラス
ター作成、である。また、作文の構成に関し
ては Myhill(2009)に倣い、①Textual：文章
全体のまとまりを視野に入れて段落内、段落
間のつながりにも配慮し、さらに PWを踏ま
えて導入とまとめの部分を加えてあるもの。
②Topical：局部的な主題を中心に段落が形成
され、文章全体の構成やまとまりが視野に入
っていないもの。③Graphic：段落意識が弱
く、 PWとの関係も希薄なものの 3つに分類
した。また、PWと産出された作文の関連性
については、①十分に計画を練った PWが産
出されこれを最大限に活用して作文したも
の; Organisational Strategies (OS)、PWで
ある程度構成についての視点を持っている
ことが認められつつ部分的にしか作文に反
映 さ れ て い な い も の ； Emergent 



Organisational Strategies (EOS)、PWをほ
とんど作文に反映させていないまたは状況
依 存 的 に 作 文 を し て い る も の ；
Pre-Organisational Strategies (POS) に分
類し、これら 3つの観点からその二言語の関
係性を分析した。 
 また、作文力の発達のうち特に語彙の発達
に関してはこれまでの研究の中でアカデミ
ック語彙の使用に関わる二言語の関係性が
明らかにされてきた(Sano et al., 2014) がこ
れをさらに発展させ、語彙のまとまりの出現
頻度とその作文力との関係性を探るために
lexical bundlesに着目して分析を行った。よ
り具体的には、全作文データのうち、3 つ以
上のテクストに 2 度以上の頻度で出現する
4-gramの語彙について、①作文の質的評価、
②産出量、③及び使用された語彙の多様性と
いう 3つの作文力の指標との関連について分
析した。 
 前中島科研で得られたデータの追跡調査
に関わる部分については、当該補習授業校の
在籍者の移動が想定以上に高かったことも
あり、全校調査の実施はかなわなかったこと、
また、個人的に作文を書いてもらうためには
相当な時間の拘束が必要となるため参加者
希望者が極めて少なかったこと、さらには、
その実施には 1週間の間隔をあけて二度のデ
ータ収集が必要であることから、そうした小
規模データの収集のために渡航費・滞在費を
含む多額の調査費用をかけることが適切で
はないと判断したことにより、作文データの
再収集という形は見送った。その代替策とし
て、前回の調査で日英二言語ともに高度な作
文力の発達を見せていた参加者の保護者に
合計 6時間 5分、平均 61分間のインタビュ
ーを行い、その中で該当生徒の日英作文力の
伸びを保護者の視点から判断してもらうと
ともにとそれを支えてきた環境要因につい
て調査した。このインタビュー調査の結果に
ついては SCAT分析の手法（大谷, 2007）を
用いて行った。SCAT(Steps for Coding and 
Theorization) とは、大谷(2007)によって確
立された、小規模な質的データの分析におい
て明示的かつ定式的な手続きを経て理論を
記述するための手法である。具体的には、デ
ータをセグメント化しながら、1）データの
中の着目すべき語句を抽出、２）それをデー
タ外の語句を用いて言い換える、３）それを
説明するための語句を考える、４）それを説
明するテーマ・構成概念をまとめる、という
4 つの段階においてコードを付していき、理
論記述へと結び付けていく手法であって、近
年様々な分野で質的データの分析に用いら
れているものである。 
 
４．研究成果 
前中島科研で収集した 480（日英それぞれ

240ずつ）の作文データセットのうち、51の
作文の PWにおいて TLが観察された。その
うち 12件は日本語の作文のための PWで英

語を使用したもの（タイプＡ）、24 件が英語
作文のための PW で日本語を使用したもの
（タイプＢ）、14件がひとつの PWの中で TL
を行ったものであり（タイプＣ）、残り 1 件
が英語作文のためのPWにフランス語を使用
したものである。これらの PWについてさら
に詳しくみたところ、タイプＡには日本語の
運用能力の限界があるために英語を使用し
たものだけでなく一定程度日本語の運用能
力はあるものの構造のしっかりとしたPWを
産出するためにより強い方の言語をあえて
使用したものもいることが観察された。 
同様に、タイプＢの中には英語の運用能力
に限界があるために日本語を使用したもの
のほか、英語の運用能力が日本語のそれをし
のぐレベルになりつつあるにもかかわらず
思考を支えるためにより強い方の言語とし
て日本語を使用したものもあった。バイリン
ガル特有のストラテジーとして非常に特徴
的な対応の TL といえるタイプＣについては、
基本的に指定された言語でPWも産出しよう
としたがところどころで強い方の言語を援
用したもの、強い方の言語で先に考えてから
指定された産出言語に翻訳したもの、利用可
能な言語レパートリーを積極的に活用した
ものなどの多様な使用例が認められた（図 1
にその例を提示）。 

図 1：言語レパートリーを積極的に活用した PWの例 
 
これらの観察から、すべての言語資源を積
極的に活用することを支援するための教育
方略の重要性が示唆された(詳細は AAAL で
口頭発表した)。 
また、同データのうち、中学 1年から 3年
の 48名を対象に、産出された PWのタイプ
について詳しく観察したところ、①PWなし、
②絵・図使用、③下書き作成、④リスト作成、
及び⑤クラスター作成、という 5つのタイプ
が見受けられた。この PWタイプの二言語で
の関係性を分析すると、48のデータセットの
うち 31 件において、日英で共通するタイプ
の PWを産出していた。さらに、PWと産出
された作文の関連性を前述のOS, EOS, 及び
POS に分類してその二言語の関係性を探っ
たところ、48件中 28件で日英に共通するス
トラテジーの使用が確認された。さらに、先
行研究で特定されたバイリンガルタイプと
この PWS との関連を見ると、日英両言語と
もに高度に発達しているグループでは OS
（十分に計画を練った PWが産出され、これ



を最大限に活用して作文したもの）の使用頻
度が最も高く、POS（PWをほとんど作文に
反映させていないまたは状況依存的に作文
をしているもの）または PWの産出がなかっ
たのは日英ともに低迷しているグループの
みであったことから、特に二言語で低迷して
おりかつ PWS の発達が見られない生徒に対
してはそのバイリテラシー発達を促すため
に PWS に関する明示的な教育的介入が必要
であることが示唆された（詳細は IAIMTEで
口頭発表した）。 
また、同データの小 6〜中 3までの対象者
のうち、「海外生まれ, もしくは 5 歳（生後
60 ヶ月内)に国を越えて移動, 幼児期から英
語と日本語に接触する環境で育つ日本人・日
系人児童生徒）と定義する継承語学習者
(Heritage Language Leaners, 以下HLL)24
名に焦点を当て、彼らの作文力の実態を明ら
かにし、基礎的な作文力だけではなく, 年齢
相応の文章を書く力（文章力）を英語と日本
語の両言語で獲得するための対策と指導に
ついて示唆を得るためにその PWS の本文の
質への貢献度を分析した。本文の質について
は、前述のとおりMyhill(2009)に倣い、文章
構成との関係で Textual, Topical, 及び
Graphicの３つに分類 した。その結果、両言
語とも、Textual（文章全体のまとまりを視野
に入れて段落内、段落間のつながりにも配慮
し、さらに PWを踏まえて導入とまとめの部
分を加えてあるもの） には OS、 Topical（局
部的な主題を中心に段落が形成され、文章全
体の構成やまとまりが視野に入っていない
もの）には EOS、 Graphic（段落意識が弱
く、 PW との関係も希薄なもの）には POS
が多いことが明らかになった（図２）。 

 

 
 図２：日英の作文におけるテキストタイプ別の PWS 
 
この調査によって、文法,漢字力,表記の正確
度などが注目されることの多い一般的な作
文評価においては過小評価されがちな HLL
の作文力について、優れた PWS を持つもの
の強さが浮き彫りされると同時に、会話は流
暢でも文章力の発達が遅れがちな非漢字環
境で育つ継承語学習者にとって, PWS指導は
極めて重要であり, カリキュラムの中にしっ
かり位置づけるべきものであることが再認
識された（詳細は日本語教育学会で口頭発表
した）。 
 加えて、バイリンガル児童・生徒の作文に
おける語彙の発達とその二言語の関係性を
分析するために Lexical bundles（高頻度で

出現する特定の数の単語のまとまり）とその
二言語の関係性についての分析も行った。
Lexical bundles については、第二言語学習
者の作文において過剰な使用が認められた
り、またその反対に使用が極めて限定的であ
ったりすることが知られており、継承語学習
及び第二言語学習の途上にあるバイリンガ
ル児童の作文におけるこうした lexical 
bundles の使用を観察することは、彼らの作
文力発達を支える教育に対し主に語彙指導
の側面で示唆を与えることが期待されたた
めである。本研究では 3つ以上の文章に 2度
以上出現する 4-gramの lexical bundlesに着
目して分析した。これらの lexical bundles
の出現頻度と先の研究で分析されている作
文の質的評価(Sano et al., 2014)や産出され
た語数、及び使用された語彙の多様性といっ
た作文力の指標との関連を分析した結果、統
計的に有意ではないものの作文力が向上す
るにつれて Lexical bundlesの使用は減少す
る傾向があることが認められた。ここからバ
イリンガル児童の作文指導においては、単独
の語彙指導だけではなく、まとまりを持った
語彙の指導、特に意識的にその多様性を広げ
るような指導が有効であることが示唆され
た（詳細は SSLWで口頭発表した）。 
 さらに、前研究の参加者の追跡調査にあた
る部分に関する保護者インタビューを前述
の SCATの手法を用いて分析した。ここでは
紙面の制限上、その結果のうち、特に特徴的
なインタビュー結果について、SCAT分析の
第 4段階（テーマ・構成概念）で抽出された
コードとそれを踏まえたストーリーライン
および理論記述を提示する。 
 
SCAT分析第 4段階から抽出されたコード： 
 
① 家庭内および就学前教育の場で強固で質
の高い母語の基盤を確立 
② 第二言語習得における本人の心理的抵抗
感および成績不振 
③ 第二言語習得にはある程度時間がかかる
ことに対する母親の理解 
④ 第二言語習得に関する母親自身の経験か
らくる不安感の少なさ 
⑤ 母語の力が第二言語に移行するという専
門的な知識に支えられた不安のなさ 
⑥ バイリンガル的な視点にたった日英の読
み聞かせインプットに関する調節 
⑦ 強固なL1の上にL2を育てるという明確
な見通しによる教育方針のぶれのなさ 
⑧ 母親自身の教師経験を活用した子供への
学習支援 
⑨ 自分の親の子育てを反映した子育て 
⑩ 自分自身と娘の L2 習得の比較分析から
生まれた意識的に L2 に触れさせなけれ
ばならないという判断 
⑪ 英語の方が読み書きが苦手であることに
対する学習者自身の自覚とそれを克服し
たいという意識 



⑫ 自らの学習動機を維持しやすい教材の学
習者による意識的な選択 
⑬ 娘の L2 に関する心理的不安軽減に伴う
家庭内での translanguagingの活用 
⑭ CF習得後 ALP習得に関わる壁について
の母親自身の経験に基づいたアカデミッ
ク語彙の明示的学習への支援とその語彙
習得および自信に関わる効果 
⑮ 学習者自身のメタ認知とそれに基づく学
習ストラテジー 
⑯ 学習支援のツールの積極的活用推奨及び
親の scaffolding の段階的かつ意識的削
減・自立した書き手への橋渡し 
⑰ 漢字力・語彙力・作文力の関係の認識英
語の語彙使用に関する本人のリスクテー
クとそれに対する母親の指導 
⑱ 学習者のニーズにあわせた支援の変化 
⑲ 自分自身の経験に基づく子どもの教育へ
の理解の深さ 
⑳ 学校の課題による L2 インプット量の増
加に伴う L2の伸び・継承語の保持 

㉑ 継承語学習者としての経験に基づく親
から子への押しつけの回避・進路実現の
中で継承語教育の相対的価値づけ 

㉒ 継承語話者の共同体としてのクラス 
㉓ 全日プログラムおよび CLIL的言語習得
を促進する教育プログラムの評価 

㉔ 読書経験の共有の場・継承語学習者の共
同体 

㉕ 継承語の印刷物の提供場面としての補
習校の役割・読書経験の共有者としての
保護者の役割 

 
 
これらのコードから描かれるストーリーラ
イン： 
 
この保護者は継承語学習者としての自分
自身の経験と、修士課程で学んだバイリンガ
ル教育に関する専門的な知識及び ESL の教
師としての専門的経験を総合的に反映させ
て娘のバイリンガル習得を支えている。特に、
L2 の習得には時間がかかることに関する理
解、L2 学習及び継承語学習に関わる動機づ
けに関する理解、娘の言語習得の状況を綿密
に把握したうえでの言語インプットの調節、
アカデミックな言語習得のために必要な
scaffolding についての理解などの項目にそ
うした自らの経験及び専門的な知識が反映
されている。 
 また、学習者本人の自らの言語習得に関す
る認識とその弱点を克服したいという自覚
的な取り組みも本人の高度バイリテラシー
獲得に貢献している。 
 さらに、この保護者は、全日プログラムお
よび CLIL的語学習得を促進する補習授業校
の教育プログラムを高く評価するとともに、
継承語話者の共同体としての役割、読書経験
の共有の場としての役割、及び継承語の印刷
物の提供場面としての補習校の役割などに

高い評価を与えるなど、補習授業校を継承語
保持のために最大限に活用してきた。 
 
このストーリーラインから得られる理論記
述 
 
 バイリンガル教育に関する専門的な知
識・理解はバイリテラシー発達を支える
子育てに貢献し得る 

 継承語学習者としての保護者自身の経
験は子どもの継承語学習にプラスの影
響を与え得る 

 ESL教育に関する専門的な知識・経験は
子育てにおける L2 習得支援に貢献し得
る 

 学習者本人の弱い方の言語を意識的に
伸ばそうとする態度は高度なバイリテ
ラシー獲得にプラスの影響を与え得る 

 補習授業校を単なる継承語学習の場と
とらえるのではなくその多様な役割に
ついて認識し活用することは高度バイ
リテラシー発達に有意義である 

 
 さらにこれ以外のインタビューの分析を
も踏まえて総合的に分析した結果、前中島科
研のデータ収集時より 4年が経過した時点で、
より英語の力が相対的に強まっている傾向
があるものの必ずしも日本語の作文力の減
退にはつながっていないという点を確認し
たうえで、こうした高度なバイリテラシーの
発達を支えた背景としては、学習者自身の性
格やコミュニケーション力および分析力と
いった資質ともに家庭での支援が極めて重
要であることも浮き彫りとなった。特に、１）
保護者のバイリンガル発達に対する関心の
高さ、及び専門的な知識や経験が家庭でのバ
イリテラシー保持に重要な役割を果たすこ
と、２）継承語の保持の重要性を強く認識し
たうえで、日常の会話の中で意識的に熟語や
ことわざを使用したり、新聞を読む、ニュー
スにかかわる議論を行う、語彙力検定・漢字
検定などの各種検定を利用したりしながら
日常生活で多く使用される高頻度の語彙と
は異なる語彙の習得を行うこと、３）第二言
語習得についても専門的な知識を保護者が
意識的に求め、理解したうえで実用技能英語
検定などを利用したアカデミック語彙習得
に関する取り組みを意識的に行っているこ
となどがかれらの高度なバイリテラシー獲
得を支えたことが明らかになった（研究のこ
の部分については現在論文を準備中）。 
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